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博士論文要約 

 本論文では，近年発展が目覚ましい脳機能画像法の中でも，簡便性，非侵襲性，生態学的

妥当性に優れる近赤外分光法（NIRS）を用いて，うつ病および抑うつにおける精神・心理

的活動と前頭前野機能の関連を検討した。これにより，うつ病および抑うつに対する臨床心

理学的介入の効果指標としての NIRS の有用性の検討や，効果判定のために必要な知見を得

ることを目的とした。 

まず第 I 部では，現代社会におけるうつ病の現状と問題を概観した。うつ病は，社会的・

経済的損失が大きい疾患であり，その対策が急務であることが示された。続いて，うつ病の

基礎研究について包括的レビューを行った。神経・生化学，遺伝学的研究を中心にレビュー

を行ったが，うつ病は遺伝要因に比べて環境要因の関与が大きく，遺伝子レベルの要因から

うつ病発症までの中間領域であるエンドフェノタイプ（endophenotype）として，特に脳機

能に着目する必要性を指摘した。また脳機能画像法の中でも NIRS を用いることで，医学的

基礎研究と臨床心理学的研究をつなぎ臨床心理学的介入に資する研究の可能性が広がるこ

とが示唆された。 

 第 II 部では，NIRS の基礎と原理を解説し，利点を整理するだけでなく，NIRS に関する

欠点や批判についても取り上げ検討を行った。NIRS は既存の脳機能画像法に比べて，脳深

部まで測定できないという欠点はあるものの，その利点から繰り返しの測定が可能であり，

うつ病などの臨床群を対象とした心理学的研究を行うための利点が大きいことが示された。 

 さらに，第 III 部ではうつ病の NIRS 研究をレビューし，鑑別診断補助としての臨床的応

用が１つの到達点となっている一方で，抑うつ症状や抑うつ症状の維持悪化に関係する心

理学的変数が NIRS データにどのように反映されるのかについて十分に検討されていない

ことが明らかとなった。また，現時点でうつ病における NIRS データが表すものを概観した

ところ，横断的研究が主で縦断的研究は限られていることも明らかとなった。 

 第 IV 部では NIRS データに影響を及ぼす変数を検討するために，既存の脳機能画像法の

研究をレビューし，うつ病の病態メカニズムと脳機能の関連を整理した。その結果，NIRS

研究を行う場合は主に前頭前野領域が対象となるため，注意や実行機能などと関連する腹

外側前頭前野（VLPFC）や背外側前頭前野（DLPFC）などの外側部が関心領域とされること

が多いことが明らかとなった。しかしながら，臨床心理学的介入に NIRS を活かしていくた

めには，抑うつ症状の遷延と関連する自己参照的思考などの抑うつ的認知と関連する内側

前頭前野（MPFC）も関心領域とした研究が必要となることも示唆された。さらに，臨床心

理学的介入に資する研究の方向性も明らかとするため，治療反応性の指標および，ニューロ



 

フィードバック（NF）に関する研究を紹介した。その結果，NIRS データに影響を及ぼす変

数に関する検討が不十分な現状においては，NIRS の基礎研究を着実に重ねることが求めら

れることが示唆された。 

 第 V 部では，第Ⅰ部から第Ⅳ部までの要点を整理するとともに，本論文で行う研究 1～4

までの研究目的とそのつながりを明らかにした。 

 第 VI 部では，精神科外来に通院するうつ病患者を対象として，対象者の属性や重症度，

社会的機能など関連する変数を考慮したうえで，抑うつ症状と NIRS データがどのように関

連するのか詳細に検討した（研究 1）。抑うつ症状評価尺度を用いて重症度別に分析した結

果，軽症群では左前頭前野（LPFC）領域の機能低下が見られた一方で，重症群では右前頭前

野（RPFC）領域の機能低下も見られるなど，重症度により関連が見られる前頭前野の領域

が異なることが示唆された。 

 第 VII 部では，精神科外来に通院するうつ病患者を対象として，治療転帰と NIRS データ

の関連について縦断的に検討した（研究 2）。約 2 ヶ月間の間隔を空け，部分寛解群と非寛

解群に分け比較をしたところ，非寛解群において前頭極（FP）領域における賦活亢進および

左前頭前野（LPFC）領域における賦活低下が見られた。このことから，抑うつ症状の遷延に

関連する前頭前野機能の変化を NIRS によっても測定できる可能性が示唆された。 

 第 VIII 部では，研究 2で示唆された FP 領域を含む内側前頭前野（MPFC）の機能，すな

わち自己参照や反すうといった抑うつ的認知が NIRS データに反映されるかについて健常

大学生を対象に検討した（研究 3）。研究 3 では抑うつ的認知と関連する自己関連づけ課題

（SRT）を採用し，性格特性語に対する自己関連づけ処理中の前頭前野機能の経時的変化を

分析した結果，ネガティブ語において内側前頭前野（MPFC）領域の賦活が見られたほか，

自己関連づけ処理によって生じた感情を調節する左前頭前野（LPFC）領域の賦活も確認で

きた。さらに，自己意識と関連する右前頭前野（RPFC）領域の賦活も見られるなど，従来

の脳機能画像法と同様の結果が NIRS データにも反映されることが示唆された。 

第 IX 部では，研究 3 と同様に健常大学生を対象に自己関連づけ課題（SRT）に対して処

理水準の浅い形態処理課題（FPT）を擬似的な心理的介入として用いることで，心理的介入

の効果指標としての利用可能性を検討した（研究 4）。その結果，抑うつ傾向群において自

己関連づけ課題（SRT）後に形態処理を行った際に，前頭前野領域全般の平均賦活量が低減

していた。したがって，抑うつ傾向群では形態処理による擬似的介入によって，ネガティブ

な自己関連づけによって賦活された前頭前野に対するダウンレギュレーションが生じ，平

均賦活量の低減がもたらされたものと思われる。 



 

しかしながら，研究 3 も研究 4 も抑うつ傾向のある健常大学生を対象としたアナログ研

究であったため，これらの結果がうつ病を対象にした場合でも同様であるか検討すべき課

題も残っている。このような限界はあるものの，臨床心理学的介入の効果指標として NIRS

を用いた場合に効果判定のためのデータを得られた点は意義が大きいと考えられる。 

 第 X 部では，研究 1~4 の結果について総合的な考察を行った。まず，研究 1 では NIRS

データと前頭前野機能の対応が先行研究間で一致していないことを受け，抑うつの重症度

別に前頭前野領域との関連を詳細に検討したところ，重症度によって機能低下が見られる

部位が異なることが明らかとなった。さらに，罹病期間や社会的機能など複数の変数から影

響を受けるため，横断的研究のみでは NIRS データと抑うつ症状の関連が十分に検討できな

いことが明らかとなった。研究 2 では，治療転帰と NIRS データの関連を縦断的に検討する

ことで，抑うつ症状の遷延と関わる自己参照的思考と内側前頭前野（MPFC）領域における

亢進が関連していることが示唆された。このことにより，NIRS を用いることで抑うつ症状

の変化と関連した脳機能の変化が測定できる可能性も示唆された。そこで研究 3 では，抑

うつ的認知を活性化させる自己関連づけ課題（SRT）を用いることで，ネガティブな自己参

照的思考と内側前頭前野（MPFC）領域の賦活が関係することを明らかとした。その上で，

研究 4 では，自己関連づけ処理に対して処理水準の浅い形態処理を擬似的な介入として用

いることで，ネガティブな処理によって賦活された前頭前野の過活動に対する介入効果を

NIRS によって確認できることが示唆された。 

以上の点から，うつ病および抑うつに対する臨床心理学的介入の効果指標や効果判定に

おける NIRS の有用性が示唆され，臨床心理学的介入の向上に資する研究が期待されること

が明らかとなった。 


